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活かそう「１０の姿のピクトグラム」 
 

通信「絆求めて№24」で、「語り合いで保育が変わる」（編著；大豆生田啓友 著；髙嶋景子 三谷

大紀）のご本を紹介させていただきました。語り合う研修の例として、保育ドキュメンテーションの利

用についてふれ、下記内容をお伝えしました。 

さて、過日長野県信州幼児教育支援センター主催の、「幼児教育アドバイザー連絡協議会」がありまし

た。その会議の中で、センターが作成した「１０の姿のピクトグラム（10の姿を単純化し絵や図形で表

したもの）」の紹介がありました。本年度園を訪問する中で、保育の可視化についてお話をさせていただ

き、様々な園の実践に学ばせていただきました。その際、「週案や月案、年間計画に 10 の姿を位置づ

け、保育者が１０の姿で子どもの学びを捉えられるように工夫しています。」「保育ドキュメンテーショ

ンやラーニングストーリーでのエピソード記録を 10 の姿にふれ記載するようにしています。」「保護

者に子どもの活動写真入りポートフォリオをお渡ししています。その中に 10の姿を記載しています。」

などの話をいただきました。これらの取り組みは、保育者が子どもの育ちを考える上で、非常に大切な

実践であり、また保育者と保護者が 10の姿を共有していく上でも有効と感ました。裏面には、「10の

姿のピクトグラム」を載せました。御覧いただき、ぜひ日々の保育のまとめや振り返り、園内研修に活用

してみてください。 

＜語り合う研修の例＞（絆求めて№24 より） 

・この本には、園内研修のために特別に何かを用意するのではなく、日々の保育で取り組んでいるものを活 

用する方法が紹介されています。具体的には「日誌・ドキュメンテーション・連絡帳を題材とした語り合

う研修」です。作成したドキュメンテーションを使って、子どもたちが、何を経験しているか「１０の姿

を」てがかりに振り返えってみる。   ＊ドキュメンテーション＝保育を可視化したもの 

  以下にその手順を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊ドキュメンテーションを作成する際、ドキュメンテーションに「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０

の姿」についてチェックできる部分（下図参照）を作り、記入を簡略化する工夫も紹介されていました。 
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  ←上の１０の姿の内、今回の園児の様子から読み取れた姿に〇をして記録に残す 

文責 私学振興専門員 久保田学 

   

① 自分の作成したドキュメンテーションをグループ内で紹介する。 

② 紹介されたドキュメンテーションの中から 1つを選び、ドキュメンテーション上の子どもの写真

や文章に、こどもたちが経験していると思う、「１０の姿」の付箋をはる。 

＊このとき、同じ 10の姿の付箋を全員で同時にはってみるとよい 

③はった理由や、見取った子どもの育ちについて語り合う 

④子どものより豊かな経験のために、どのような援助や環境構成が必要か語り合う 



 


